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 玉名市小中一貫教育･･･玉名市は全小中学校で小中一貫教育を進めています。 

  ◇◇中学校区教育目標 

   「郷土に誇りをもち 夢に向かって挑戦する児童生徒の育成」 

 ◇◇中学校区でめざす子ども像 

   ◯ 夢をもち、主体的な学びを身に付けた児童・生徒 

   ◯ 郷土に誇りをもち、素直で思いやりのある児童・生徒 

   ◯ 心身ともに健康で、根気強くやり抜く児童・生徒 

 

１．岱明中プライド  わが校の自慢、宝物(大切にしているもの、伝統や文化他) 
｢身心｣から｢心身｣へ時代を引き継ぎつながる思い 

左の写真は本校の校訓です。学校が開校した翌年の昭和４
９年に制定されました。設定理由に｢町行政の重点施策(美し
い町づくり)に呼応し、町住民の一人として、これに積極的に
参加する意欲を高める教育(コミュニティ・スクール構想)を
重要視する。｣とあります。 
 時代は移り、校訓制定から４７年目を迎えましたが、現在
の岱明中学校のコミュニティ・スクールや小中一貫教育を通
して目指すものは、岱明中学校が設立当初から目指していた
ものだということが分かります。｢身心｣や｢心身｣と表記の違
いはありますが、これからも岱明中の不易にあたるものです。
大切に引き継いでいきます。 

 

２．学校教育目標(こんな学校を目指します) 
 ○学校教育目標･･･「郷土に誇りをもち 夢に向かって挑戦する児童生徒の育成」 

 ◯校内研究主題 

   主体的・対話的で深い学びに向かう生徒の育成 

     ～魅力的な授業展開と基礎学力の定着を目指す実践を通して～  
   本年度も、校区の５つの学校で｢学校教育目標｣

と｢めざす児童・生徒像｣をそろえて実践していま
す。 

   そのために、右図に示した推進委員会等の各種
委員会で協議を重ねながら立案した計画をもとに
して、ＰＤＣＡサイクルで改善しながら実践して
いきます。 

   分離型の５校という地域的な制約はあります
が、｢チーム岱明｣で目標達成を目指します。岱明
中では本年度も“徹底”にこだわります。 

 

３．重点的に育成をめざす資質・能力(こんな生徒を育てます。) 
 本校の重点的に育成をめざす資質・能力は、次のとおりです。 

 これらを達成できることが中学校卒業時の｢輝く十五の春｣の達成に
つながり、校長が生徒に日頃から伝えている｢自立型人間の育成｣につ
ながると職員一同考えています。 
 左の写真は運動場にある立派な楠です。岱明の環境の中で、この楠

のようにすくすく育って欲しいと願い、次のような取組を行っています。 

◯学びに向かう力（主体的に学習に取り組む意欲・態度） 
◯考えて行動する力（思いやりの心、課題発見・解決力） 
◯基本的生活習慣 



４．教育活動の実践・重点事項等(こんな取組をしていきます。) 
  目標等を達成するために以下のような構想図に基づいて実践を行っています。 
 

研究主題 

「主体的・対話的で深い学びに向かう生徒の育成」 
～魅力的な授業展開と基礎学力の定着を目指す実践を通して～ 

  

研究の目標 

①生徒の実態を踏まえ、教科で育成を目指す資質・能力を共有し、教材を研究し、学びたくなるような課題設定、

意欲が連続するような教師の支援体制を工夫する。すべての教科で「岱明版授業スタンダード」による指導過程

を徹底させ、全員公開授業及び授業研究会を行うことで教師の授業力向上に努める。また、授業改善に向けた取

組を全教育活動で行うことで、主体的・対話的で深い学びに向かう生徒の育成を目指す。  

②生徒の実態を踏まえ、学習の基礎となる資質・能力等の育成を目指した学び方を身につけさせる日常的実践を徹

底させ、主体的な学びを支える素地作りを図る。さらに、夢や目標を持ち、それに向かって取り組もうとする生

徒の育成を目指す。 

  

（仮説１）授業への関心を高められる魅力的な教材を工夫し、他者との関わりを通して思考を深めるような学習を

全教育活動で充実させることで、主体的・対話的で深い学びに向かう生徒が育成されるであろう。 
（仮説２）予測不可能な課題に対応できる能力を身につけるための基盤となる資質・能力の定着に向けた学び方を

日常的実践の中で身につけさせることで、主体的・対話的で深い学びに向かう生徒が育成されるであろう。 

 

 授業研究部  学習意欲向上部  環境・調査統計部  

＜視点＞ 
・学習過程の工夫  

・魅力的な教材の工夫  

・学び合い活動の充実 

 
 
 

＜視点＞ 
・家庭学習の支援  

・学力充実タイムの計画・実施  

・学力向上旬間の取組 

 
 
 

＜視点＞ 
・学習環境の整備  

・日常的実践の徹底  

・各種調査結果集計、分析、広報 

  

①「岱明版授業スタンダード」に

 沿った授業実践 
②学び合い活動の充実 
③ＩＣＴの利活用 
④各教科の重点取組事項の作成と

実践 
⑤授業研究会の取組  

⑥学習規律の確立  

（かがやき５の徹底）  

⑦話合い活動の充実のための「話

型モデル」の提示 

 
 
 
 
 
 
 
 

①家庭学習の支援（自学の取組、自

学ノートの手引き、自学ノートコ

ンテスト、クラスマッチ等）  

②「家庭学習系統表（小中一貫）」 

「学習の手引き」の作成と活用 

③朝自習時間の効果的な活用 
④学力充実タイムの計画・実施 

（委員会活動との連携） 
⑤学力向上旬間の取組 

（ミッション・ポスター掲示） 
⑥キャリアパスポートの活用 

 
 
 
 
 
 
 
 

①「やりきり表」の取組 
②学習掲示板の充実 
③授業公開レポートの作成・掲示 
④全国学力・学習状況調査、県学力

・学習状況調査等の分析 
⑤「あそふじは心の鏡」の徹底 
⑥各種アンケートの分析・広報 

（通信等による保護者・地域への発

信） 
⑦小中一貫教育の推進 

 

      

 

 

 

 

 

 

【令和２年度生徒会スローガン】    さらに生徒会執行部の提案により、スローガンも決まり
ました。 
今、私たちは、新しい生活様式を取り入れながら、３ヶ

月間の遅れを取り戻すべく日々の授業に一生懸命取り組ん
でいるところです。 

秋には、体育大会や合唱コンクールなどが開催される予
定です。岱明中の良いところは行事に燃えること。「躍動」にはこんな時だからこそ、目標に向かっ
て一人一人が協力し岱明中の底知れぬパワーを爆発させて欲しいという願いを込めました。 

    方針①：あそふじは心の鏡の徹底   方針②：学校の時計の時刻合わせ実施 

 

「躍動」 

 ～１人１人が支え合い、更なる高みへ～ 

   



 


